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１．はじめに 

社会資本整備審議会道路分科会国土幹線道路部会

中間答申「高速道路を中心とした『道路を賢く使う

取組』」（2015年7月）では、円滑な走行を実現する

ための取組として、ICTの活用、渋滞要因の分析手法

の確立、ボトルネック箇所とその要因の把握、適切

な対策の実施などが示されている。本稿では、国総

研で取り組んでいるプローブデータ等を利用した渋

滞要因分析手法について概要を紹介する。 

２．プローブデータ等を利用した渋滞要因分析手法 

渋滞要因分析手法として、プローブデータを用い

て速度低下方向を特定し、交通量など他のデータと

組み合わせて渋滞要因の候補を絞り込む手法を開発

している。茨城県内のA交差点で渋滞要因分析を試行

し、進行方向別のプローブデータ及び交通量から、

北向き・直進・朝に渋滞が深刻であることを確認し、

渋滞要因の分析を行った。その結果、当該交差点は

青時間が多く割り当てられている東西の主道路より、

南北の従道路の方が朝の交通量が多く、信号現示と

交通状況の不整合が要因の一つと考えられることが

わかった（図）。 

３．おわりに 

今後、効果的な渋滞対策立案のためのデータ分析

マニュアルをとりまとめる予定である。
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・従道路の北向きは、朝の交通量が多く青時間も短いため、

捌け残りが発生していると想定される 

対
策
案 

・朝は主道路側よりも従道路側の交通量が多いことから、

朝の時間帯における信号現示の見直しが有効であると考

えられる 
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■記録時間帯：7時台 ■サイクル長：110秒
■単位：秒

1φ 2φ 3φ 4φ
青：26　黄：3 右青：6　黄：3　赤：2 青：56　黄：3 右青：6　黄：3　赤：2

南北方向（従道路）：合計40秒 東西方向（主道路）：合計70秒 

【進行方向別旅行速度】（プローブデータ） 

【信号現示】 

【想定渋滞要因と対策案】 

図 渋滞要因分析の試行結果 

【進行方向別交通量】 

（km/h）
Ａ交差点 平日 休日

夜間 朝 昼 夕 夜間 朝 昼 夕
南向き 左折 29.1 27.1 93% 24.8 85% 20.6 71% 29.4 28.2 96% 22.4 76% 21.9 74%

直進 29.5 18.5 62% 21.2 72% 17.2 58% 27.7 23.7 86% 22.8 82% 21.6 78%
右折 20.8 26.3 127% 28.7 138% 21.3 103% 38.2 16.9 44% 24.2 63% 25.3 66%

西向き 左折 15.0 22.9 152% 22.9 152% 18.1 121% 18.9 36.0 191% 19.1 101% 19.0 101%
直進 24.9 18.1 73% 19.7 79% 18.2 73% 20.0 15.4 77% 16.0 80% 13.7 69%
右折 18.0 13.9 77% 18.3 101% 10.9 60% 19.1 13.2 69% 16.4 86% 13.7 72% ※朝、昼、夕の

北向き 左折 20.1 10.9 54% 10.8 54% 21.9 109% 17.9 22.9 128% 15.2 85% 10.2 57% 　　左列は旅行速度（km/h）、
直進 23.9 7.7 32% 16.0 67% 13.3 56% 15.4 19.9 130% 17.2 112% 15.1 98% 　　右列は夜間に対する比率（％）
右折 14.4 12.1 84% 14.2 98% 12.3 85% 37.5 10.2 27% 16.1 43% 10.9 29%

東向き 左折 29.7 24.5 82% 26.4 89% 19.7 66% 27.0 36.3 134% 25.3 94% 19.0 71% 旅行速度 夜間に対する比率
直進 27.3 22.7 83% 17.9 65% 17.3 63% 23.7 25.0 106% 17.0 72% 19.5 82% ：10km/h以下 ：50%以下
右折 22.6 16.1 72% 16.0 71% 13.5 60% 19.8 33.7 170% 15.9 81% 14.6 74% ：20km/h以下 ：75%以下
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１．はじめに 

COP21（気候変動枠組条約第21回締約国会議）が

2015年11月30日から12月13日にパリで開催され、

2020年以降の地球温暖化対策の法的枠組み（パリ協

定）が採択された。 

COP21に向けて日本が提出した「約束草案」では、

2030年度の温室効果ガスの削減目標を2013年度比マ

イナス26.0%としており、このうち運輸部門では、燃

費改善や次世代自動車の普及、その他運輸部門対策

（交通流対策の推進、公共交通機関の利用促進等）

により6,200万t-CO2の削減が目標とされている。渋

滞解消による自動車の速度向上は、燃料消費量の削

減に繋がるため、幹線道路の整備や適切な経路選択

などの「道路を賢く使う取組」は、CO2排出量の削減

に貢献するものと考えられる。しかし、その効果を

定量的に把握する方法については研究途上である。 

そこで道路環境研究室では、プローブデータ等の

自動車走行データを活用した自動車からのCO2排出

量変化のモニタリング手法の構築に向けた研究に取

り組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．自動車走行データを活用したCO2排出量の把握 

図－1は、民間プローブデータや道路交通データを 

用いて作成した、CO2排出量の面的分布を示している。

このように、自動車からのCO2排出量を「見える化」

することで、CO2を大量に排出しているエリアや、交

通流対策前後における排出量の変動をわかりやすく

把握することが可能となるため、施策の効果評価へ

の活用が期待できる。 

図－2は、自動車のOBD（On-board diagnostics）

データを用いて作成した、走行状態別の平均旅行速

度と瞬間燃料消費量の関係を示している。上り坂部

ではアクセルを踏み込む必要があること、渋滞・混

雑走行時には加減速やアイドリングが多くなること

から、多くの燃料が消費されるため、結果としてCO2

排出量が増加するものと考えられる。 

３．今後の展開 

今後は、ETC2.0プローブデータを活用しながら、

交通流対策等によるCO2発生抑制効果を評価する手

法について、道路管理者における具体的活用方策と

ともに検討する予定である。 
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図－1 民間プローブデータや道路交通データを用いて 
作成した CO2排出量の面的分布（500mメッシュ） 

図－2 OBDデータより作成した走行状態別の 
平均旅行速度と瞬間燃料消費量の関係 
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